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上田市諏訪形太陽光発電施設の動向

　４月26日（土）城下地区防災センターにおいて、令和７年度城下まちづくり未来会議総会を開催

しました。

　本年度は、令和元年度以来６年ぶりに代議員出席の通常総会として実施することができました。

代議員各位始め関係者の皆様に、感謝と御礼を申し上げます。　　

　当日は、御所自治会 沓掛勝也議長の議事進行

のもと、慎重審議を経て各団体の令和６年度事業

報告・決算、令和７年度の役員・事業計画・予算

等の諸議案についてご承認いただきました。

　また、議事日程の中で、「朝日ヶ丘43みらい会議」

から太陽光発電施設に係る活動報告、会計決算報

告、事業計画・予算について報告がありました。

ご 報 告
令和７年度

城下まちづくり未来会議総会について

令和７年度 役員紹介　　　　　　　　　　   （敬称省略）

No　役 職 名　　 氏　　名　　　自治会

１　会　　長 増 澤　吉 雄 中　　村

２　副 会 長　 中 澤　照 夫　 中 之 条

３　副 会 長　 手 塚　博 明　 須　　川

４　副 会 長 栁澤　登美男 中　　村

５　副 会 長 関　　 雅 裕 千 曲 町

６　事務局長　 高 橋　義 幸　 中 之 条

７　会　　計　 金 井　保 芳　 諏 訪 形

８　委　　員　 平 田　敬 一 中 之 条

９　委　　員　 池 内　修 一 御　　所

10　委　　員　 坂 口　澄 夫　 朝日ヶ丘

11　委　　員　 長谷川　正則 三 好 町

No　役 職 名　　 氏　　名 　　　自治会

12 委　　員 水 石　　 康 諏 訪 形

13　委　　員 清 水　　 深 中　　村

14 委　　員 水 上　明 美 御　　所

15　委　　員　 長 坂　邦 彦 小　　牧

16 委員・顧問 西 入　直 喜 小　　牧

17 監　　事 長谷川　和生 御　　所

18 監　　事 窪 田　善 雄 諏 訪 形

19　顧　　問　 沓 掛　勝 也　 御　　所

20　顧　　問　 小 林　久 敏 諏 訪 形

21　相 談 役　 宮 下　省 二 諏 訪 形

22 地域担当職員 滝 澤　宗 雄 城南公民館

令和７年度の役員の皆様です。よろしくお願いします。

総会の様子

地質調査地点の土をバックホーで掘り返している ２ｍ40㎝の掘った場土を資料袋に入れている

　令和７年４月10日、太陽光発電施設の土質調査が行われました。当日は、宮下市議会議員、

朝日ヶ丘43みらい会議役員、城下まちづくり未来会議役員他が立ち会いました。施工者に対し、

正確な情報提供などを強く要望しました。　

更に、４月21日には「植生土嚢崩土防止」対応についての現場確認を行いました。

①　経　過

・ 城下地区９自治会長と施工者、設置者との協定（令和４年10月16日締結）を経て、設

置工事が行われた。

・ 地元としては、盛土（最大3.3ｍ、盛土勾配29°）施工をした場所が豪雨等により崩落す

る危険性があるので、土質調査を行い、工事が適正に実施され地盤が硬くなっている

かを確認することを要望し、それを受け、調査が行われるものである。
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から要望していた。施工者は適正な施工管理、品質管理（現場密度管理試験）をしてお
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・ 今回は、当初から要望しているが、未実施である北側最下段盛土（盛土勾配29°）について、
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②　施工者の説明　
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　※再度の要望

　　６月24日に施工者に対し太陽光発電盛土部動態観測の実施を要望し、27日了承を得た

ので、今後３年間にわたり年２回、盛土部の変化を確認するための調査が行われる。

このため、28日に地元から３名参加して測量ポイントの設置を行った。

ど のう



②　城下地区フードドライブ事業

　　食品ロスと食糧支援を結びつける活動として、家庭などで使いきれない食品を提供して

いただく取り組みを２回実施の予定です。

・第１回　８月　旧ＪＡ城下店駐車場

・第２回　10月　第３回城下消防まつり会場

　　ご寄付いただいた食品は、上田市社会福祉協議会を通して地域の福祉団体、子ども食堂

など必要としている方々に配布します。

３　城下地区防犯防災協議会

①　防災倉庫の運用、防災資機材の活用について　

　　令和６年２月に、城下地域の防災体制の整備に資

するため、城下地区防災センター敷地内に防災倉庫

を設置し、投光器、発電機、ポータブル電源装置な

ど20品目の防災資機材を収納しました。

　　本年度においても継続して整備を進めてまいりま

すが、主要な資機材が確保できたことから城下地区

の自治会長各位への内覧を経て、６月１日から自治

会等への資機材貸出しの運用を始めました。

　　各自治会で実施する防災訓練、各種イベント等に

ご活用ください。

②　第３回 城下消防まつり（項目のみ再掲）　

　　城下地区住民の防火・防災意識の啓発を図る、消防団第６分団と城下地域の連帯感の向上と

４　城下地区環境建設協議会

①　広域的課題への対応

　　城下地区自治会連合会と地域の共通課題を共有し、その解決に向けた対応の取り組みとし

て、５月17日に開催された城下自治連定例会議において、第１回目の打ち合わせを行いました。

　　今後、各自治会からの提出議題についての具体的な検討、協議を進め、②の要望活動の適

否について決定することとなります。

②　要望活動事業

　　城下地域の主要道路、水路の整備、災害防止対策、教育環境整備等の広域的課題、辺地

対策に係る課題について、城下地区自治会連合会と協議し要望活動を行い、事業化の促進に

努めます。　

１　城下まちづくり未来会議・城下地区自治会連合会

①　第３回 城下消防まつり

　　災害が日常化している中、日頃から地域全体で消防・防災力を高めることが大変重要になっ

てきています。令和５年度と令和６年度、２年連続で実施しました「城下消防まつり」は大変

有用な取り組みであり、地域の多くの皆様から好評価をいただいています。

　　本年度におきましても、消防車輌や防災機材を活用した体験型訓練・イベントを通して地域

住民の防火・防災意識の啓発を図り、そして上田市消防団第６分団のアピールと新入団員の確

保につなげるため、「第３回 城下消防まつり」を実施する予定です。

　　６月14日には実行委員会が設置され、10月の開催に向け、取り組みが始まりました。

②　上田市諏訪形太陽光発電施設への取り組み

　　本施設については、城下地区の全自治会長と事業者との間で締結された協定や、市条例

をはじめ関係法令遵守のもとに適正な運営がされることが重要です。

　　令和６年12月に実施した、上田市への要望活動に係る行政及び事業者の対応状況について

確認等を行い、更なる要望活動などに取り組みます。

＊最近の動向について、最終ページに掲載しました。

２　城下地区社会福祉協議会

①　城下あいさつ・声かけ運動（平成29年度からの継続事業）

　　例年どおり７月、11月、来年３月の３回、各

自治会内の交差点や店舗前、城下地域の保育園、

学校、社会福祉施設で街頭活動を行います。

　　運動のスローガン「あいさつで明るい未来の

まちづくり」の実現に向け、関係の皆様のご協

力を引き続きお願いします。
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令和７年度事業の主なものをお知らせします

城下まちづくり未来会議　組織図

城下まちづくり未来会議

総会　役員会

監査　事務局

構成団体

自治会連合会 社会福祉協議会 防犯防災協議会 環境建設協議会

自治会長の皆さんがクイックテントを
組み立てています

第４中学校でのあいさつ運動の様子
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令和７年度の役員の皆様です。よろしくお願いします。

総会の様子

地質調査地点の土をバックホーで掘り返している ２ｍ40㎝の掘った場土を資料袋に入れている

　令和７年４月10日、太陽光発電施設の土質調査が行われました。当日は、宮下市議会議員、

朝日ヶ丘43みらい会議役員、城下まちづくり未来会議役員他が立ち会いました。施工者に対し、

正確な情報提供などを強く要望しました。　

更に、４月21日には「植生土嚢崩土防止」対応についての現場確認を行いました。

①　経　過

・ 城下地区９自治会長と施工者、設置者との協定（令和４年10月16日締結）を経て、設

置工事が行われた。

・ 地元としては、盛土（最大3.3ｍ、盛土勾配29°）施工をした場所が豪雨等により崩落す

る危険性があるので、土質調査を行い、工事が適正に実施され地盤が硬くなっている

かを確認することを要望し、それを受け、調査が行われるものである。

・ 地元では盛土箇所の施工が適正に実施されているかの調査、試験について、造成当初

から要望していた。施工者は適正な施工管理、品質管理（現場密度管理試験）をしてお

らず、施工後敷地全体をスクリューウエイト貫入試験（確実な施工締固めがされ地盤

が固くなっているか）により確認した。上部側(南側)に一部局部的に軟弱層が確認さ

れ、地元として崩落が懸念される南東側の補強工事を要望し、抑止杭による増強工事

が施工された。

・ 今回は、当初から要望しているが、未実施である北側最下段盛土（盛土勾配29°）について、

実際に使用された土砂を採取し、土質試験と安定計算を行い、検証する調査である。

②　施工者の説明　

　　盛土した所の１箇所を掘り下げて、盛土と地山の境の２ｍから2.5ｍの所までを重機で

掘削し、その土を採取して資料袋に入れ、千曲市にある土質試験を行う（株）土木管理総

合試験所に送り、調査する。調査結果報告書は後日提出する。

　※再度の要望

　　６月24日に施工者に対し太陽光発電盛土部動態観測の実施を要望し、27日了承を得た

ので、今後３年間にわたり年２回、盛土部の変化を確認するための調査が行われる。

このため、28日に地元から３名参加して測量ポイントの設置を行った。

ど のう


